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要旨 
 本プロジェクトの対象である「社会文化心理学」は、地域のインフルエンサーや専門家
による講演に加え、グループ・ディスカッション、グループ・ワークなどのアクティブ
ラーニングが配置された問題解決学習(PBL：Problem /Project-Based Learning)型授業
である。本プロジェクトは 3 年間の活動（1 年目：地域のニーズの調査とプロジェクト
の立案・提案、2 年目：プロジェクトの実施、3 年目：プロジェクトの実施と効果測定）
を予定している。本論文はプロジェクトの 2 年目の活動に対するものである。 
 2018 年 4 月 12 日〜7 月 26 日にかけて、15 回の講義と 4 回の学外フィールドワークが
行われた。講演の際には履修学生は講演への感想を書くことが求められ、ゲストスピーカー
は履修学生らの感想に対してのリプライを行なった。授業の評価基準は第 1 回目の授業に
おいてルーブリックが開示され、学生らのリテラシーやコンピテンシーの評価に使用され
るとともに、学生ら自身にとっても自らの学びの修得の可視化の道具として使用された。教
員による専門知識や事例についてのレクチャーに加え、6 名の地域のインフルエンサーや専
門家によるゲストトーク、2 回の学生らによるプレゼンテーションが行われた。グループに
よるプレゼンテーションは他グループの学生らによって 20 項目で評価され、その結果は学
生らにフィードバックされた。 
 プロジェクトの当初の目的である前年度に基づく授業の実施という目的が果たされ、前
年度の授業（奥田，2018）における、履修学生らの授業終了後の感想から 1.地域愛着、2.時
間的展望・キャリア、3.挫折、4.学びに対しての認識の変化・学びの実感という 4 つの特徴
に加えて、1．地域の先輩（大人）からの学び、2．自己やアイデンティティの変化、3．社
会文化心理学という学びという特徴が見られた。次年度以降の課題として第一に、「地域で
の学び」という特性を活かしたプロジェクトの再設計、第二に、地域とのさらなる連携、第
三に、大学と地域とをつなぐ教育実践としての社会文化心理学の構築、といった課題が残さ
れた。 
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2．授業計画 
「社会文化心理学」は、地域のインフルエンサーや専門家による講演に加え、グルー
プ・ディスカッション、グループ・ワークなどのアクティブラーニングが配置された問
題解決学習(PBL：Problem /Project-Based Learning)である。2018 年度の「社会文化心
理学」履修学生は 2 年生 (男性 10 名、女性 16 名)の計 26 名であった。 
授業は 2018 年 4 月 12 日〜7 月 26 日にかけて以下の 15 回に渡って行われた。加えて 4
回の群馬県内へのフィールドワークが行われた。 
 
第 1 回：ガイダンス 
第 2 回：社会文化心理学とは何か 
第 3 回：AL（Active Learning）＆ 
SD(Social Design) 
第 4 回：Guest Talk1 
第 5 回：Guest Talk2 
第 6 回：FG(Facilitation Graphic)+GR 
 (Graphic Recording) + Discussion 
第 7 回：プレゼンテーション① 
フィールドワーク① PIG OUT 
第 8 回：Guest Talk3 
第 9 回：Guest Talk4 
 フィールドワーク② たむろ荘 
第 10 回：Guest Talk5 
第 11 回：Guest Talk6 
 フィールドワーク③ 前橋めぶくフェス 
第 12 回：ブレーンストーミング 
第 13 回：これまでのまとめ＋チーム分け 
 フィールドワーク④ アーツ前橋 
第 14 回：各チーム作業 
第 15 回：最終プレゼンテーション・まとめ
 
履修学生らの学びの評価として独自の
ルーブリックを作成した。 
ルーブリックは大項目として「知識」、
「リサーチスキル」、「アカデミックスキ
ル」、「イベントスキル」、「Web スキル」、
「プラクティススキル」の６つから構成さ
れており、それぞれの力を構成する小項目
として「知識：心理学に関する専門知識・
社会文化心理学に関する専門知識」、「リサ
ーチスキル：リサーチ・フィールドワーク」、
「アカデミックスキル：レジュメ・プレゼ
ン・議論」、「イベントスキル：コンセンサス・ブレインストーミング・司会／ファシリ
テーション・ファシリテーショングラフィック」、「Web スキル：クラウド・Web の利
用」、「プラクティススキル：問題解決力・コミュニケーション力・地域との関わり」が
配置されている。それぞれの項目は Level1 から Level4 までのレベルが設定されてお
り、習得の度合いが履修者自身にも確認できるようになっている。 
Fig.1 社会文化心理学ルーブリック  
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3．授業の概要 
第 1 回 授業ガイダンス 
 第 1 回授業においては、シラバスを元に
授業の概要、評価方法、スケジュールなどに
ついての説明を行った。 
また、授業についてのルーブリックを紹
介し、評価基準を可視化するとともに、この
授業を履修することによって、どのような
力がつくのかについて説明した。 
 
第 2 回 社会文化心理学とは何か 
 第 2 回授業においては、社会文化心理学という学問領域の概要を説明し、また価値や
文化が多様化する現代社会における、ダイバシティ・マネジメント（谷口，2005；阿部，
2013）についてのレクチャーを行い、その後付箋を用いたグループワークを行い履修生
同士の互いのアイデアを共有した。 
  
 
 
第 3 回 AL（Active Learning）＆SD(Social Design) 
 第 3 回授業においては「リサーチスキル」や「イベントスキル」などのスキルの習得
に向けて、第一に高等教育における従来の教育からアクティブラーニングへの変遷（溝
上，2012）についてのレクチャー、第二に現代社会におけるソーシャルデザイン（グリ
ーンズ，2012；山崎，2011）について、７事例を紹介しながら説明した。 
   
Fig.3 レクチャー Fig.4 付箋を使ったワーク 
Fig.2 ガイダンス 
Fig.5 スライドを使った自己紹介 Fig.6 事例紹介 
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第 4 回 Guest Talk1 前橋まちなかエージェンシー 
 第 4 回授業においては、前橋まちなか研
究室において、前橋まちなかエージェンシ
ー代表理事の A さんに、前橋というまちの
現状、前橋ビジョン（前橋市が 2016 年に公
民協働で策定）、前橋めぶくフェス（2017 年
度から新設された、前橋ビジョンを体現す
るイベント）などの活動を、をまちづくり会
社という視点から紹介していただいた。 
 
 
第 5 回 Guest Talk2 前橋中央通り商店街 
 第 5 回授業においては、前橋まちなか研
究室において、前橋中央通り商店街振興組
合理事長の B さんに、前橋中央通り商店街
の現状、これまで行われてきたまちなかで
の様々な取り組み、シェアハウスなどの現
在行われている様々な取り組みについて、
商店街を長く見てきた視点から紹介してい
ただいた。 
 
 
第 6 回 FG:GR + Discussion 
 第 6 回授業においては、大学内の全面ホワイトボード教室を用いて、はじめにファシ
リテーショングラフィック、プレゼンテーション、情報収拾のためのリサーチについて
のレクチャーを行った。その後実際に学生らがファシリテーショングラフィックを実践
しながら、グループで自分たちの考えるまちづくりのアイデアの可視化を行なった。  
 
Fig.7 第４回まちなか研究室を使った講演  
Fig.8 第５回まちなか研究室を使った講演  
Fig.9 ホワイトボードを使った FG  Fig.10 ホワイトボードとプロジェクターの重ね使い  
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第 7 回 Presentation1 
 第 7 回授業においては、各グループ
に分かれて「大学生からまちへの提案」
と題し、これまでの学びを活かしてプ
レゼンテーションを行なった。 
各グループのプレゼンテーションに
対して、各履修者がインターネット回
答式のフォームを用い、用語の説明が
なされているか、発表者の意見があるか、全体のプロセスが明確か、発表の目的が明確
か、発表の目的と発表の結論がちゃんとつながっているか、背景、写真や図などを効果
的に使えているか、見せる資料と話す資料が分けられているか、原稿ではなくフロアー
を見て話しているか、発表時間が短すぎ・長すぎないか、質疑応答が適切かなど、スラ
イドのデザインや、発表の態度など 20 項目の指標を用いて評価し合った。  
 
第 8 回 Guest Talk3 まきばプロジェクト 
 第 8 回授業においては、前橋まちなか研
究室において、まきばプロジェクト主催の
C さんに、地域における活動をはじめたき
っかけや、活動で気をつけていること、広報
の際に気をつけていることなど、実際に活
動を運営していく上で心がけていることに
ついてお話ししていただいた。その後、学生
たちとディスカッションを行なった。 
 
 
第 9 回 Guest Talk4 前橋市議会議員 
第 9 回授業においては、前橋市議会議員
の D さんから、これまでの D さんの来歴、
そして議員となるまでに行ってきた前橋自
転車部、前橋◯◯部といった、これまでのま
ちなかにおける様々な活動について事例を
あげながら紹介していただき、その上で市
議となってからの現在の活動について紹介
していただいた。その後、学生らとのディス
カッションを行なった。 
  
Fig.11 プレゼンテーション  Fig.12 プレゼン評価 
Fig.13 第８回講演・ディスカッション 
Fig.14 第９回講演・ディスカッション 
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第 10 回 Guest Talk5 前橋商工会議所 
 第 10 回授業においては、前橋商工会議所
政策広報課の E さんから、前橋における商工
会議所の役割、様々な制度について、そして、
これまでや現在の取り組みについて様々な事
例をあげながら、商工会議所と地域との関わ
りの視点から紹介していただいた。その後、
学生らとのディスカッションを行なった。 
 
 
 
第 11 回 Guest Talk6 地域の企業経営者 
 第 11 回授業においては、株式会社 ソウ
ワ・ディライト社長の F さんに、実際に会
社の敷地内にある会議室において、地域に
おける企業経営者の視点から、F さんによ
る地域での活動の紹介を始めとして、地域で
生きる上でどのように考えれば良いのか、ど
のようにキャリアを積み上げていけば良いの
かなど、幅広い話題を学生たちと議論しなが
らお話ししていただいた。 
 
第 12 回 Brain Storming 
 第 12 回授業においては、各グループのプレゼン評価の集計（Fig.17）を学生らにフ
ィードバックし、それぞれのグループのプレゼンテーションのリフレクションを行なっ
た。また、これまでの授業を振り返り、それぞれが何を学んだのか、今後何が自分たち
にできそうかなどのディスカッションを行った。 
    
Fig.15 第 10 回講演・ディスカッション 
Fig.16 第 11 回講演・ディスカッション 
Fig.17 プレゼンテーションのリフレクション Fig.18 学生たちによるプレゼンテーション  
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第 13 回 これまでの授業の振り返り 
 第 13 回授業においては、これまでの 12 回の授業を振り返り、それぞれの授業の中
でどのような力を身につけてきたのかを再確認した。その上で、再度チーム分けを行い、
最終プレゼンテーションに向けて、それぞれのグループ毎に活動を行なった。 
    
 
第 14 回 各グループでの活動 
 第 14 回授業においては、グループ毎に分かれ、FG や GR などこれまで習得してき
たスキルを用いて最終プレゼンテーションに向けての準備を行った。 
   
 
第 15 回 Final Presentation 
   
 
第 15 回授業においてはこれまでの授業の集大成として、Comm（今年度新設された
街中のコワーキングスペース）地域公開型の「大学生からまちへの提案」と題した最終
プレゼンテーションを行なった。また、最終課題として「それぞれがこの授業を通して
何を学ぶことができたのか」についてのレポートを課し 15 回の授業を終了した。 
 
Fig.19 これまでの授業の振り返り  
Fig.20 ディスカッションの様子  
Fig.21 最終プレゼンに向けた各グループの活動 
Fig.22 最終プレゼンテーション 
Fig.20 最終プレゼンテーションのチーム分け  
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学外フィールドワーク 
 15 回の授業に加えて、PIG OUT（赤城山における食やキャンプのイベント）、たむろ
荘（大学生のクラウドファンディングによって作られたシェアスペース）、前橋めぶく
フェス（商店街における前橋ビジョンを体現するアート・クラフト・フードの混合イベ
ント）、アーツ前橋（前橋市における美術館）において、4 回の学外フィールドワークを
行なった。 
 
   
 
    
 
 
4. 履修学生の感想 
 授業終了時に、15 回の授業＋4 回のフィールドワークを経て、履修学生らがこの授業の
中でどんなことを学んだのかを自身でリフレクションし、レポート形式でまとめることが
課された。 
前年度の授業（奥田，2018）においては、履修学生らの授業終了後の感想から 1.地域愛
着、2.時間的展望・キャリア、3.挫折、4.学びに対しての認識の変化・学びの実感という 4
つの特徴が見られたが、今年度においては上記の４つの特徴に加えて、1．地域の先輩（大
人）からの学び、2．自己やアイデンティティの変化、3．社会文化心理学という学び、とい
う３つの特徴が見られた。 
 
Fig.23 PIG OUT Fig.24 たむろ荘 
Fig.26 アーツ前橋 Fig.25 前橋めぶくフェス 
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4-1.地域の先輩（大人）からの学び 
 履修学生らにとって、ゲストスピーカーとして話してくださった地域で生きる大人たち
の姿は、これからの自らの人生にとって一つのモデルとして機能していた。 
 
（事例 1：2 年生女性） 
今回、社会文化心理学 2018 の講義を受講し、たくさんの方にお話を伺うことが出来たが、皆さ
んに共通していることがあった。それは、「自分の仕事を楽しんでいる」ということだ。（中略）
成功しなかった出来事、大変だった出来事を話していただいた方も、どこか楽しそうだった。そ
れは全力でそのことに取り組んだからではないだろうか。  
 
（事例 2：2 年生男性） 
私は社会文化心理学を受講するまでは、楽しそうに生きている大人を見かけることはほぼ、あり
ませんでした。しかし講義を通して、楽しそうに何かに没頭する大人たちを見ることができたた
め、自分が探さなかっただけで人生を楽しんでいる人が存在していることに気が付くことがで
きました。幾人かのゲストスピーカーの方もおっしゃっていましたが、現代の日本の大人たちで、
若者をワクワクさせてくれる人は探さなければ見つからないほど少ないのではないのでしょう
か。そのため、現代の若者は未来への希望を失っていると言っても過言ではないと思います。私
は社会文化心理学のゲストスピーカー達の話を聞き、若者がワクワクする未来をつくるために
必要なのは寛容さだと考えました。 
 
 履修学生らにとって社会文化心理学という授業の中で出会う大人たちの多くは、これま
での人生においては出会うことのなかった大人たちである。大学の授業を媒介としてこれ
までは自らが属することのなかった文化の大人たちと出会うことによって、履修学生らは
「全力さ」「寛容さ」などの、自らの未来展望を形成する要素を、モデルとなる大人たちか
ら学んでいく。また、昨年度の社会文化心理学はゲストスピーカーが全て男性であったのに
対し、今年度はゲストスピーカーやフィールドワーク先で出会うゲストスピーカーに女性
もいたことから、特に女子学生にとっては自らの時間的展望にジェンダー的な要素も加わ
ったことが伺えた。 
 
（事例 3：2 年生女性） 
そして C さんはまきばプロジェクトで活動しながら、子育てをし、二つを両立しているところ
に同じ女性として素晴らしいと強く感じた。地域を活性化させる他にも子育てと自分の好きな
活動を両立できる女性になりたいと、強く感じた。 
 
（事例 4：2 年生女性） 
特に強く印象に残っているのは、主婦でありながらでイベントの企画、運営を行うまきばプロジ
ェクトの C さんと、たむろ荘の代表を務める G さんと H さんのお三方とまちなかへの提案を行
った２回のグループプレゼンである。C さんは同じ女性として、また私が興味のあるイベント企
画を仕事としていることで大変学ぶことが多かった。（中略）また、たむろ荘の代表を務める G
さんと H さんから伺ったお話も大変印象に残っている。同世代の女性が２人で費用を集め、ビ
ルを買い、修繕してしまう。そんな一冊の本になってしまいそうなことがこんな身近に起こって
いたことに驚いた。お二人のお話には、「そんなに年が変わらないのに」と感じることばかりで、
自分もたくさんの経験を積まなくてはと思わされたフィールドワークだった。 
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4-2.自己やアイデンティティの変化 
 昨年度同様、授業終了後の履修学生らの感想からは、4 月から 7 月という短期間での授業
でありながらも自己の変化やアイデンティティの変化への実感が見られた。 
 
（事例 5：2 年生女性） 
社会文化心理学を受けてから、他人との差をものすごく感じることがとても多くなりました。大
学一年生の時はこうした場がないためか、この講義を受けている中で、他のメンバーの今まであ
ったものなのか、秘めていたものなのか分からないが出て来ているのを見て、とても怖くなった
のを覚えています。他人と自分を比べることに意味はないのかもしれないが、あまりに露骨に現
れるので少し嫌な時期はありました。そう考えている時期に、様々な人の前橋に対する思いや活
動などを聞く機会があり、そうした人の今までの経験を沢山お聞きすることができました。（中
略）私は、人よりも優れている良いところが本当に自分では分かりません。しかしその言葉を聞
いて自分にも何かあるのではないかと思い少し救われました。自分の事を見直す経験になりま
した。（中略）私がこの社会文化心理学を受け、総合的に感じたのは、自分の力の無さです、緊
張すると声や表情に現れてしまう性格。プレゼン資料作る時にいいものを提供できない悔しさ。
人と違った鋭い意見を言いたいが言えないもどかしさ。他人の成長を見たときの焦り。全てを含
めてこの講義ではいい意味で自分を焦らせてくれたと思っています。この講義を受けて成長し
てないかといったらうそになり、こんな自分にも本当に小さいのですが変わった事はあります。
それはグループで何かの課題をするときの姿勢やどうやったらもっと上手くなるだろうと考え
る力がついたと思います。たしかに他のメンバーと比べると変わったところは些細かもしれま
せんが、自分の中ではこの経験が次の挑戦への足場となると感じています。また大きな事に挑戦
するのはいい事なのですが、小さいことでも興味がある事には参加します。そういった中で自分
の短所を埋め、自分の他人とは違う長所を見つけていきたいです。 
 
 青年期の履修学生らにとって、単に聞くだけの授業ではなく PBL といった実際に自分の
頭を使い自らの手を動かすアクティブラーニングは、効果的な学びであると同時にある意
味で自己と他者との差に直面し、自己を揺るがす危機ともなりうる。 
 
（事例 6：2 年生女性） 
1 回目のプレゼンのときは慣れていないこともあり、緊張や不安が大きく恐らく自信があまりな
さそうなものになってしまったのではないかと思う。声も上手く張ることができず、仕草等を含
め指摘されるところが多かった。私自身も「上手くできて嬉しい」という感情より「悔しい。も
っと上手にやりたかった」という気持ちのほうが強かったことを覚えている。しかし、ゲストス
ピーカーたちのプレゼンをみるうちに徐々にやり方が分かり、プレゼンが上手な友人の真似を
してみることで参考になった。また、練習をすることで、友人たちからもアドバイスをもらうこ
とができ、回数を重ねることで自信をもてるようになった。そのなかで、プレゼンをするうえで
自分たちの提案に自信を持つことがどれほど大事なことなのかを学んだ。自分がその内容、プレ
ゼンのしかたに自信がないのに、周囲が耳を傾けてくれるはずもなく、当然力になろうとはして
くれない。自信を持って提案するからこそ、みんなが目を向けてくれるのだと実感した。また、
プレゼンの内容にもよるのだろうが、今回のような場合は自分が楽しむことも大切な要素のひ
とつだと分かった。今回のプレゼンは特に商店街活性化にむけたイベント等の提案だったため、
それが重要視されるように思えた。1 回目は、自分が楽しむ余裕などなく精一杯だったが、2 回
目の最終プレゼンではある程度心に余裕を持って臨むことができた。自分では割と、笑顔で楽し
そうにプレゼンができたのではないかと思う。友人からは、プレゼンが終わったあと「良かった」
と言ってもらえた。 
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しかしながら履修学生らは、授業の中で失敗や挫折を経験しながらも、そうした経験の中
で他者とは異なる自分といった自己認識や、他の履修学生らと関わる中で自らのアイデン
ティティを形成し、新たな自分と出会っていく。 
 
（事例 7：2 年生女性） 
講演後に毎回感想を送るというフィードバックをすることによって、ただ講演をお聞きするだ
けではなく、「それに対して自分自身がどう感じたか」を考えられるようになった。これは自分
の中でとても大きな変化であり、成長できた点だと感じている。 
 
また、各回において履修学生らは授業終了後にゲストスピーカに宛てた感想を書くこと
が課されている。ゲストスピーカーへの感想はゲストスピーカーに送られた後、今度はゲス
トスピーカーから履修学生らへのコメントが加えられ返される。そうしたリフレクション
の機会が、単に授業を振り返るだけではなく自らの変化を認識する機会として機能してい
ることも推察された。 
 
（事例 8：2 年生女性） 
私はこの授業を通して多くの人と関わることの大切さも学ぶことができました。一年次の私は
自ら多くの人と関わることを避けていました。小学生のころから大学まで同じの友人以外とは
他に関わりが無く、そのことを少し気にしつつも不自由だとは思っていませんでした。しかし、
大学には多くの人がいて多種多様な価値観がそこかしこにある非常に恵まれた環境にいること
を社会文化心理学の授業を受けてから気づきました。前橋についてお話をしてくださった方々
は、多くの人たちとの関わりを大切にしているひとたちでした。自分の今までの行動を振り返っ
てみたときに、もっといろいろな人と早くから関わっておっておけばよかった、あの時もっと会
話を続けておけばよかったと後悔しかありません。社会文化心理学を終える前に絶対に多くの
人と関わろうと決めて行動していました。そのおかげで、終わった今では、社会文化心理学を通
してたくさんの人と関われた結果が目に見えています。そして、一年次の時と比べ物にならない
くらい今が非常に楽しいです。多くの人と関わることが自分にとってどれだけプラスに働くか
を感じることができました。この関わりを自分のプラスだけではなく他人のために生かせるよ
うにしたいです。  
 
 多くの履修学生らにとって、PBL といったアクティブラーニング型授業は中等教育にお
いては経験しておらず、高等教育過程に初めての経験であり、初めて教科の成績以外で自己
と他者とのリテラシーやコンピテンシーの差異に直面する機会の一つでもある。そうした
機会の中で自己は揺らぎ、アイデンティティの再体制化が求められる。 
 そうしたアイデンティティの再体制化のプロセスの中で、他の履修学生らや地域の大人
たちは自己を揺らがせる要因であると同時に、そうしたアイデンティティの再体制化を促
進する要因でもある。履修学生らは地域の大人たちの姿を一つのモデルとして自らの未来
展望を形成し、他の履修学生らの承認によって新たなアイデンティティを形成していく。そ
うした意味で、社会文化心理学という PBL 型アクティブラーニングは、履修学生らのリテ
ラシーやコンピテンシーを高める教育であると同時に、青年期にある履修学生らのアイデ
ンティティ形成のプロセスにも寄与しているといえよう。 
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4-3.社会文化心理学という学び 
 社会文化心理学という授業は様々なリテラシーやコンピテンシーを学ぶ機会であると同
時に、文化間越境と新たな文化の創発という社会文化心理学の専門性を学ぶ機会でもある。
履修学生らの感想からは、そうした社会文化心理学の専門性の修得に関する記述も見られ
た。 
 
（事例 9：2 年生女性）仕事をするとなるとチームワークがどこの企業でも重要であり、基盤と
なる他者とのコミュニケーションがとれなければ人間関係にも亀裂が入ってしまうのかもしれ
ないと考えた。様々な価値観を持っている人がいて当たり前なのだと思わなければチームワー
クとは成立しないと実感できた。 
 
（事例 10：2年生男性） 
一番この講義で学べたことは文化についてです。文化というものをどう定義するのかという問
いに対して、自分自身の答えは明確に得ることは出来ませんでしたが、講義の中で文化を国・社
会・集団・個人の様にいくつかのレベルに分けるという考え方を学んだり、偉大な先人たちがど
う定義してきたのかを聞いたり、様々な人やコミュニティに触れていく中で、私は文化というも
のは「人間が社会の中で自由に、または楽しむためなど自分自身の人生を過ごしていく上での意
味や指針といったアクセントを加えるために存在しているもの」という曖昧ではありますが文
化について学んできた中で私なりの答えです。そしてこの講義を受け、様々な文化を繋いでいく
ことの面白さ・大切さというものを学ぶことが出来たと思います。 
 
社会文化心理学は、心理学の中でも文化間越境と新たな文化の創発を目指した実践的な心
理学である。履修学生らは、前橋というまちの現状という現実社会について学ぶと同時に、
社会文化心理学という専門性を学び、そうした専門性を用いて価値や文化が多様化するこ
の現代社会に対して関わる姿勢を育成することができていた。 
 
（事例 11：2年生女性） 
また、グループでのプレゼンテーションということで、一人でやるよりも大変に思うこともあっ
たが、自分一人では思いつかなかったようなアイデアが沢山出てきたことでより良いものを作
ることができたと思う。普段あまり関わらない人と協力することは、人が苦手な私にとっては難
しいことであったけれど、終わった後には良い経験だったと思うことができた。 
 
 社会文化心理学という授業はグループワークを中心とした PBL 型アクティブラーニング
という教授法を採っている。中等教育までにおいては個人学習を中心的な学びの技法とし
て習得してきた履修学生らの多くにとっては他の履修学生らとの協働学習は不得手であり、
その初期においては個人で学習した方が生産性が高いように感じることも多い。 
 しかしながら、授業を進めていくに従ってそうした他者との協力が単なる記憶としての
学習ではなく、実社会で役立つ学びであることに多くの履修学生らが気付き始めていた。そ
うした意味では、履修学生らは社会文化心理学という専門性を用いて前橋という街に関わ
ると同時に、履修学生同士の関わりこそが、社会文化心理学が目指している文化間の越境と
新たな文化の創発となっているといえよう。 
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注 
1：本研究は「共愛学園前橋国際大学共同研究費」の助成を受けた。 
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Abstract 
Socio-Cultural Psychology: 
A Psychological Approach to Youth Culture in Maebashi City II 
Yuichiro Okuda 
This report is a case study on "Socio-Cultural Psychology" at Kyoai Gakuen University. In 
2018, a class of 10 male and 16 female students participated in a course of "Socio-Cultural 
Psychology". The course contents were as follows:  Week 1) Guidance,  Week 2) 
What is "Socio-Cultural Psychology”?,  Week 3) AL (Active Learning) & SD (Social 
Design),  Week 4) Guest lecture (No.1),  Week 5) Guest lecture (No.2),  Week 6) FG 
(Facilitation graphics) + GR (Graphic Recording) + Discussion,  Week 7)  Presentation (No.1), 
Field work (No.1) PIG OUT,  Week 8) Guest lecture (No.3),  Week 9) Guest lecture 
(No.4), Field work (No.2) TAMUROSO,  Week 10) Guest lecture (No.5),  Week 11) Guest 
lecture (No.6), Fieldwork (No.3) Maebashi MEBUKU Fes.,  Week 12) Group work,  Week 
13) Group work, Fieldwork (No.4) Arts MAEBASHI,  Week 14) Group work, and  Week 15) 
Conclusion. Through this course, the 26 students acquired knowledge and skills in various 
areas, for example, knowledge of psychology, knowledge about MAEBASHI City, 
research skills, academic skills, event skills, internet skills, and practice skills. This 
resulted in the following three findings: (1. learning from people who have more life 
experiences than the students, 2. a transformation of self and identity on the part of students, 
and 3. learning about "Socio-Cultural Psychology" as garnered from the students’ final reports. 
 
 
